



























子不分離の原則：第 9 条第 3 項）や「児童の養育及
び発達について父母が共同の責任を有する」こと（共









ら 17 年かかって、ようやく 2011 年に『民法等の一













































































227 名＝計 228 名であることが割り出された。なお、
別人を装って複数回書き込んでいる人はいなかった。
次に、各レスポンスに書き込み者のＩＤ番号（１～






























































































大カテゴリー カード数（％） 小カテゴリー カード数（％）
父親の味方 109 (31.0%) 母親は許せない 53 (15.1%)
　 　 父親に会ってほしい 44 (12.5%)
　 　 父親の養育費に感謝を 10 (2.8%)
　 　 父親に手紙を 2 (0.6%)
母親の味方 71 (20.2%) 育てた母親に感謝を 39 (11.1%)
　 　 父親への批判的疑問 22 (6.3%)
　 　 まず母親と話を 8 (2.3%)
　 　 その他（トピ主責め） 2 (0.6%)
自分語り 56 (15.9%) 面会交流なし 12 (3.4%)
　 　 面会交流あり 9 (2.6%)
　 　 父親の味方 12 (3.4%)
　 　 母親の味方 3 (0.9%)
　 　 親の離婚で傷ついた 7 (2.0%)
　 　 離婚にひとつの真実はない 4 (1.1%)
　 　 離婚の話 7 (2.0%)
　 　 トピ主への応援 2 (0.6%)
トピ主への応援 45 (12.8%) ゆっくり考えて 18 (5.1%)
 　 励まし／ねぎらい 17 (4.8%)
　 　 自分で判断を 10 (2.8%)
父親と母親の両方大切 28 (8.0%) 両親とよい関係を 25 (7.1%)
　 　 父親が養育費を支払い、 母親が育てた 3 (0.9%)
書き込みについての反論 25 (7.1%) 　 　























































































































































































































































































































































































































































ア メ リ カ 司 法 省　 女 性 に 対 す る 暴 力 へ の 対 策 局 
USDOJ OVW（2011）： ド メ ス テ ィ ッ ク・ バ イ
オ レ ン ス の 定 義．http://www.ovw.usdoj.gov/
domviolence.htm（2011.10.31 閲覧）
Bernet, W.（2010）:Parental Alienation: DSM-5 and 

























Warshak, R. A.（2003）：Bringing Sense to Parental 
Alienation: A Look at the Disputes and the Evidence. 
Family Law Quarterly. 37（2）. 273-301.
Warshak, R. A.（2010）：Divorce Poison. Harper.
